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ＪＲ東海労新幹線地本 

 

７月１７日、ＪＲ東海パッセンジャーズ（ＪＲＣＰ）の社員から、新

型コロナウイルスの陽性者が出たと報道がされました。 

当該社員は、９日に頭痛と吐き気の症状があり医療機関を受診し「胃

腸炎」と診断され、１２日に回復し新幹線に乗務していたが、帰宅後体

調不良で１５日に医療機関を受診し、１６日に陽性と判明したものです。 

会社は情報をあきらかにし、関係する施設の消毒や、ＰＣＲ検査等を

進めるべきであるにもかかわらず、一切実施されていない。 

地本は早急な対策実施を求めて本日会社に団体交渉を申し入れまし

た。 

主な申し入れ内容 

１．感染したＪＲ東海パッセンジャーズの当該社員の発症２週

間前からの拘束時間内の行動について明らかにすること。 

２．ＪＲＣＰ社員およびＪＲ東海社員の新幹線乗務員全員に対

して、ＰＣＲ検査を実施すること。 

３．感染拡大防止の観点から、乗務員を中心に感染した場合の

対策等について明らかにすること。 

４．今事象について明らかにし、体調不良等異常を感じた場合

は、ただちに医療機関を受診するよう体制を整えること。 

 


